
プラグインソフトをインストール

する場所は、それぞれのWWWブ

ラウザーによって指定されています。多く

のWWWブラウザーは、ブラウザーが置か

れるフォルダーの中に「Plugins」という名

前のフォルダーを用意し、プラグインソフ

トを起動するために必要なプログラムはそ

こに集められることが多いようです。どのブ

ラウザーでの質問かわかりませんので、

WindowsとMacintoshの代表的なWWW

ブラウザーを例にこのフォルダーの場所を見

ていきましょう。

1Windowsでネットスケープ

まず、Windowsでは、ネットスケープナビ

ゲーターは、WWWブラウザーを置いたフォル

ダーにある「plugins」フォルダーに入れてお

きます。WWWブラウザーの置かれたフォルダ

ーは、WWWブラウザーをインストールしたと

きに指定した場所になります。たとえば、

「C:¥ProgramFiles¥Netscape¥Navigator¥

Program¥plugins」にプラグインを置いて

おくフォルダーがあるかもしれません。エク

スプローラの検索機能を使って、「plugins」

をキーに探すとすぐに見つかるでしょう。

2Windowsでマイクロソフト

インターネットエクスプローラ

マイクロソフトインターネットエクスプロ

ーラも、「Plugins」フォルダーに入れてお

きます。PLUS!パッケージを持っている人な

ら、「C:¥ProgramFiles¥Plus!¥ Microsoft

Internet¥Plugins」などに見つけられるでし

ょう。マイクロソフトのサイトからダウンロ

ードしたり、本誌付録CD-ROMからインタ

ーネットエクスプローラをインストールした

のなら、該当するフォルダーがないかもしれ

ません。それならば、ネットスケープナビゲ

ーターのpluginsフォルダーでもかまいませ

ん。インターネットエクスプローラは、ネッ

トスケープナビゲーターのプラグインフォル

ダーも探しにいってくれます。

3Macintosh

Macintoshでは、ネットスケープナビゲー

ターや、マイクロソフトインターネットエク

スプローラは、どちらもWWWブラウザーを

置いたフォルダーにある「Plug-ins」フォル

ダーに入れておきます。Cyberdog1.1日本

語版の場合は、システムフォルダーの「エ

ディタ」フォルダーの中の「Cyberdogライ

ブラリ」フォルダーの「Netscapeプラグイ

ン」フォルダーに入れなければなりません。

プラグインフォルダーの場所は以上です

が、注意しなければならないことがあります。

ここに入るファイルは、プラグインの起動に

必要なファイルですが、実際に使う再生ソ

フトをインストールする場所とはかぎりませ

ん。たとえば、Windows95でのリアルオー

ディオのインストールの手順を見てみましょ

う。起動すると、図1のような画面が表示

され、リアルオーディオソフトのインストー

ル先はこの場所（つまりc:¥raplayフォルダ

ー）でいいかどうかを聞いてきますが、ここ

で、pluginsフォルダーに指定を直す必要は

A.
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このコーナーでは、みなさんから寄せられたインターネットに関する

質問や疑問についてお答えしていきます。

日頃からわからないなあと思っている疑問、困っていることなどありましたら

どんなことでもけっこうですから質問を編集部までお寄せください。

宛先はip-faq@impress.co.jpです。電子メールでの回答はできませんのでご了承ください。

入門者のための Frequently Asked Question

プラグインソフトをいろいろインスト

ールしていますが、どこにインスト

ールすればいいのでしょうか。ブラ

ウザーのフォルダーの中に入れるほ

うがいいのでしょうか。

（太田美鶴さん）

今月の回答者
砂原秀樹、菊地宏明
【アドハイザー】砂原秀樹
奈良先端科学技術大学院大学
情報科学センター助教授
WIDEプロジェクト・ボードメンバー

図1 リアルオーディオのインストールでインストール
先のフォルダーを指定する画面。通常は表示さ
れたとおりにしておく。
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ありません。このままNEXTボタンをクリッ

クしてインストールを完了します。インスト

ールが終わったら、新しくできたc:¥raplay

に、リアルオーディオファイルの再生ソフト

などが入っていることがわかります。一方、

pluginsというフォルダーはどうなっている

でしょうか。図3のように、npra32.dllとい

うファイルができています。これが、リアル

オーディオプレイヤーをプラグインとして利

用するためのファイルです。

このように、プラグインソフトをインスト

ールする場合は、どこにインストールするか

は利用者側が考えなくてもいいようになって

いるものがほとんどです。WWWブラウザー

が必要なファイルを勝手に探して起動でき

るようにしてくれます。ただし、プラグイン

ソフトのインストール時にWWWブラウザー

の置かれた場所を聞いてくるものがあります

ので、その場合は指示に従いましょう。
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図2  c:¥raplayの中身。リアルオーディオ
の再生ソフトなどがが入っている。

図3 C:¥ProgramFiles¥ Netscape¥
Navigator¥Program¥pluginsの
中身。さまざまなプラグインの起
動のためのソフトが入っている。

インターネットエクスプローラとネ

ットスケープナビゲーターをインス

トールしているWindowsパソコンでは、ネ

ットスケープナビゲーターに入れておけば問

題ありません。インターネットエクスプロー

ラはネットスケープナビゲーターのプラグイ

ンフォルダーを探して組み込んでくれます。

したがって、プラグインソフトをダウンロー

ドし、セットアップするときにWWWブラウ

ザーを尋ねられたら、ネットスケープナビゲ

ーターを指定すれば、どちらのWWWブラ

ウザーからも利用できます。

Macintoshでは、それぞれの「Plug-ins」

フォルダーに入れておきます。インターネッ

トエクスプローラ（V2.1）はネットスケープ

ナビゲーターのプラグインフォルダーを探し

に行って組み込んでくれる...ことはしません。

そこで、ちょっとした工夫をこらします。

A.最近、雑誌などで「マイクロソフトイン

ターネットエクスプローラVer.3はネッ

トスケープナビゲーターのプラグインに

も対応している」と聞くのですが、両方

のブラウザーをインストールしている環

境で、たとえばショックウェーブをイン

ストールしようとすると、果たしてどち

らのブラウザーに対してインストールさ

れるのでしょうか（こんな表現が適して

いるかどうかはわかりませんが）。一方

のWWWブラウザーを起動すると「通

常使用するブラウザーとしますか？」と

質問されることがありますが、ひょっと

するとこれが関係しているのでしょう

か。これを忘れてプラグインをインスト

ールすると、ネットスケープにショック

ウェーブをインストールしているつもり

でも、実はインターネットエクスプロー

ラにインストールしてしまっているので

しょうか。気になります。

（匿名希望）

図4  プラグインソフトのインストール時に
プラグインフォルダーを聞いてきた
ら、ネットスケープナビゲーターの
Plug-insを指定する。
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海外へ行ったときにアクセスポイ

ントをどうやって確保するか。ま

ず、考えられるのは、行った先のプロバイ

ダーと契約することです。今やアマゾンの

奥地などに行かないかぎり、どこへ行って

もインターネットサービスプロバイダーはあ

りますので、そこと契約するのです。どこ

がいいのかと言われると困りますが、とにか

く行く前にWWWなどで調べてみるといい

でしょう。特にアメリカの場合、ローカル

コール（市内通話）が基本料金に含まれて

いるため、アクセスポイントの自分が宿泊

する場所からローカルコールできる範囲に

あるか否かを調べておきましょう。

いろいろなプロバイダー

プロバイダーを選ぶ前に考えなければな

らないのは、多くの場合、長期契約を前提

とした契約形態が多いという点です。つま

り、最低でも1か月単位での契約となって

おり、また、解約通知を忘れると帰国して

から使ってもいないのに基本料金だけを取

られ続けることになります。たびたび海外に

行くのでなければ、場合によっては日本に

国際電話をかけたほうが安くなる場合もあ

ったりします。

表1に挙げたような、海外にアクセスポ

イントのあるプロバイダーと契約するのも1

つの選択肢だと思います。たとえばPSINet

の場合、日本にもアクセスポイントがあり

ますし、世界中の主要都市にもアクセスポ

イントがあるため、1つの契約で日本でも世

界でもインターネットが使えるようになるわ

けです。

もう1つの可能性としては、コンピュサ

ーブのPPPサービスを利用する方法です。

コンピュサーブのアクセスポイントはそれこ

そ世界中にたくさんありますし、ニフティ

サーブを利用している人は一緒に契約して

アカウントを持っている人も多いでしょう。

わざわざ新たな契約をしなくても使えるわ

けです。そのほかのパソコン通信でも、世

界各地にアクセスポイントを用意し、そこ

からPPPサービスを使えるようにしている

ところもありますから、自分が使っている

パソコン通信を調べてみるのも1つの方法だ

と思います。

もし、あなたがハワイに旅行に行くなら

A.

プラグインソフトをダウンロードし、セット

アップするときには、ネットスケープナビゲ

ーターのプラグインフォルダーへ行ってくだ

さい（図4）。そして、そのプラグインフォ

ルダーのエイリアスを作成して、インター

ネットエクスプローラのフォルダーに移しま

す。すると、インターネットエクスプロー

ラは自分用のPlug-insフォルダーだと思っ

て、ネットスケープナビゲーターのPlug-ins

フォルダーにあるPlug-insソフトを組み込

み始めます。この方法なら、ネットスケー

プナビゲーターのPlug-insフォルダーにイ

ンストールするだけで両方から使えるよう

になり、手間もディスク使用量も少なくて

すみます。

（菊地宏明）
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図5 インターネットエクスプーラ2.1のフォルダーに
ネットスケープのPlug-insフォルダーのエイリア
スを入れておく。

前号で、海外に日本で買ったパソコン

を持っていって使えるかという質問が

ありましたが、とても参考になりまし

た。実は私も海外出張に行くので、

海外にアクセスポイントのあるプロバ

イダーに加入しようと思っていますが、

どんなプロバイダーと契約するのがい

いのでしょうか。また、海外からメー

ルを日本語で送ることは簡単にできる

でしょうか。ほかに海外でインターネ

ットを利用する際のポイントがあった

ら教えてください。 （匿名希望）

アジア オセアニア アフリカ ヨーロッパ NIS諸国 北アメリカ 南アメリカ

PSINet ○ × × ○ × ○ ×
IBM ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
MSN ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
グローバルオンライン × × × × × ○ ×

表1 日本で取得したアカウントで海外のアクセスポイントも使えるプロバイダー（地域アクセスポイント）
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ば、とても楽しいプロバイダーがあります。

その名も「Hawaii Online 」といいますが、

さすがハワイ、1週間10ドルというビジタ

ーアカウント契約があるのです。オンライン

サインアップができますから、到着してから

契約して、そのまま帰ることもできます（実

は筆者も昨年のINET'95の際に使っていま

した）。

とにかくアクセスポイントの確保について

は行った先にどんなサービスがあるのかをよ

く調べてから行きたいのですが、どうしても

準備することができないという場合に便利

な方法があります。最近では、一定時間分

の利用権の付いたパッケージがパソコンシ

ョップで売られています。そこで、現地に

到着したらまず電話帳をめくって近くのパ

ソコンショップに飛び込んで、それを購入

します。パソコンショップの店員に相談す

ると、適当なプロバイダーを紹介してくれ

るでしょう。

日本語は問題なし

アクセスポイントは確保できましたので、

次の問題は日本語です。実は、この問題は

とても簡単です。というより、問題はない

のです。現在のインターネットは7ビット文

字コード（つまりJISコード）を利用して

いるかぎり、トラブルが発生するようなこと

はありません（シフトJISやEUCでも大丈

夫なようになってきています）。日本語表示

も自分が持っていったパソコンを使うわけ

ですから問題はありません。

海外ですることは、自分宛てに届いたメ

ールを読んで返事を出すこと、自分の会社

や大学のコンピュータにTELNETなどでア

クセスすること、WWWを覗いて回ること

ぐらいだと思います。電子メールの読み書

きは、自分が普段利用しているメールの

POPサーバー/SMTPサーバーを利用するこ

とになりますから、遠くのアクセスポイント

から接続すること以外なんら普段と変わり

はないのです。TELNETやWWWにしても

同様で、遠くからアクセスすること以外、

何も変わっていません。

1つだけ工夫が必要だとしたら、この

「遠く」から利用するということでしょう。

遠くからアクセスをしていると、やはりどん

なに太くても国際回線など混雑した回線を

利用する可能性が高くなってきます。した

がって、TELNETなどで自分の大学や会社

のコンピュータを利用しているといらいらす

るぐらい反応が遅いときがあります。です

から、対話的な処理はできるだけ手元でや

るように準備をしておいたほうがいいでしょ

う。たとえば電子メールも普段利用してい

るコンピュータにTELNETでログインして

から読むのではなくて、直接自分の組織の

POPサーバにアクセスし、到着した電子メ

ールを自分のパソコンに取り込んでから読

んだり、返事を書いたりするようにしたほ

うがいいでしょう。

ファイアーウォールに注意

日本語よりややこしいのが、自分の所属

する組織がファイアーウォールを設置して

いる場合の対策です。

ファイアウォールは組織内部から外部へ

のアクセスは自由ですが、組織外から組織

内へのアクセスは原則として禁止されてい

ます。したがって、組織内のPOPサーバー
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入門者のための 

図6 海外利用にはとても便利なPSI Net。
j http://www.jp.psi.net/

図7 コンピュサーブもPPP接続が使える。
j http://world.compuserve.com/

図8 ビジター契約があるハワイのプロバイダーHawaii
Online。 j http://www.aloha.net/
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にインターネットから直接アクセスできない

ことが多いようです。このような場合は、一

時的に海外に行っている期間だけ自分の

POPサーバーをファイアーウォールの外側

に用意するという準備が必要となります。

また、このようなPOPサーバーのセキュリ

ティーを守るため、使い捨てパスワードを

使うようにするなど、工夫が必要かもしれ

ません。

インターネットサービスプロバイダーの

POPサーバーを利用している場合でも、注

意が必要です。あまり多くはないようです

が、プロバイダーによってはPOPサーバー

へのアクセスをプロバイダーのネットワーク

内だけに制限し、それ以外のネットワーク

からはそのプロバイダーのPOPサーバーに

はアクセスできない場合もあるようです。調

べておいたほうがいいかもしれません。

得するTIPS

最後に質問にはありませんが、前号の

FAQでは海外でモデムを使う際の注意点を

話しましたので、さらに知っておくと得す

る情報をいくつか紹介します。まず、ホテ

ルの部屋でモデムを使おうと思っているな

ら、ホテルに到着してチェックインするとき

にフロントでその旨を言いましょう。全部

の部屋が対応していない場合でも、たいて

いの場合、そうした部屋を割り当ててくれ

ます。残念なことにそうした部屋が利用で

きなかった場合でも、米国なら部屋に設置

された電話はRJ-11のケーブルで接続され

ているのが普通ですから、それを外して接

続してみるといいでしょう。ただし、このと

きケーブルを外すことができないようにRJ-

11のモジュラープラグの

爪が折られている場合があ

りますので、細いドライバ

ーかつまようじを持っていく

と助かることがあります。

ただし、注意すべきことが1つだけありま

す。これは、メッセージランプなど特別な

信号が部屋の電話に流れている場合です。

たとえば、メッセージがあると電話機にあ

るランプが光るといった複雑な機能をもつ

電話機が部屋にあったら要注意です。この

場合は電話機をよく見ると、データポート

と書いてあり、そこにRJ-11のケーブルを

差すようになっているはずです。

それから、電話機や電源コンセントはベ

ッドのサイドテーブルの裏など部屋の限ら

れた場所にしかありませんから、長めのモ

デムケーブルとACの延長コードを持ってい

くことをお勧めします（詳しい品は特集274

ページでも紹介しています）。

アクセスポイントが近くになくて市外通

話をかけなければならなくなった場合に便利

なのが、AT&TやMCI、Sprintなどのコー

リングカードです（写真1）。実は、ホテル

から市外通話をするとサービス料が上乗せ

されていることが多く、非常に高くつく場

合があります。そのために、各電話会社と

個別に契約し、直接自分のクレジットカー

ドから引き落としてもらうというのがアメリ

カなどでは常識になっています。

国際電話も同様で、AT&Tなどのコーリ

ングカードを利用するか、KDDやIDC、ITJ

といったところのサービスを利用するように

するとけっこう安くなります。こういったも

のの利用方法は、旅行ガイドブックや旅行

雑誌の広告、飛行機の機内誌の広告など

に載っていますから参考にしてください。

海外展示会での必需品

筆者はインターネットやパソコン関連の

展示会やイベントに参加にするために海外

に行くことがよくありますが、この場合は

会場に端末コーナー（あるいは部屋）が用

意されているのが最近の傾向です。これら

の端末は日本語が表示できないので自分の

パソコンを持っていき、PC カードの

Ethernetインターフェイスで接続して仕事

ができるようになります。このとき、

Ethernet用の10baseTのケーブルを忘れ

ないようにしています。とくに、RJ-45の

延長コネクターが必要になる場合があるの

で、これを必ず持っていきます。

本来は、海外に行ったらすべてを忘れて

メールなんて読まないというのがいいのです

が、仕事の関係でそうも言っていられない

場合も多いでしょう。とにかく、何ごとも

経験です。これもまた楽しいことですから、

楽しみながらやってみるといいでしょう。

しかし、何と言っても現地へ行って頼り

になると思うのはパソコンショップです。到

着したら電話帳で調べて行った先のパソコ

ンショップの場所は押さえておくべきでしょ

う。別に用事がなくても面白いところです

から、まず最初に寄ってみるといいと思い

ますよ。 （砂原秀樹）

写真1 AT&Tのコーリングカード。
日本でも作ることができる。
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発行した月刊誌『インターネットマガジン』の誌面を PDF 化し、「インターネットマガジン バックナンバー

アーカイブ」として以下のウェブサイト「All-in-One INTERNET magazine 2.0」で公開しているものです。 

 

http://i.impressRD.jp/bn 

 

このファイルをご利用いただくにあたり、下記の注意事項を必ずお読みください。 

 

 記載されている内容（技術解説、URL、団体・企業名、商品名、価格、プレゼント募集、アンケートなど）は発行当

時のものです。 

 収録されている内容は著作権法上の保護を受けています。著作権はそれぞれの記事の著作者（執筆者、写真

の撮影者、イラストの作成者、編集部など）が保持しています。 

 著作者から許諾が得られなかった著作物は収録されていない場合があります。 

 このファイルやその内容を改変したり、商用を目的として再利用することはできません。あくまで個人や企業の

非商用利用での閲覧、複製、送信に限られます。 

 収録されている内容を何らかの媒体に引用としてご利用する際は、出典として媒体名および月号、該当ページ

番号、発行元（株式会社インプレス R&D）、コピーライトなどの情報をご明記ください。 

 オリジナルの雑誌の発行時点では、株式会社インプレス R&D（当時は株式会社インプレス）と著作権者は内容

が正確なものであるように最大限に努めましたが、すべての情報が完全に正確であることは保証できません。こ

のファイルの内容に起因する直接的および間接的な損害に対して、一切の責任を負いません。お客様個人の

責任においてご利用ください。 
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